
 

 

 

 

 

 

 

 反射極点図によるＨＣＰ底面配向評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２２年１０月３０日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 



概要 

 Ｍｇ，Ｔｉ，Ｚｒなどの金属はＮＤ方向が［０００１］方向に偏る傾向があり、この評価として 

   ＮＤ方向の配向関数評価が用いられている。 

   配向関数は完全極点図から計算されるが、最近の極点図測定では等価法極点図測定は難しく、 

   複数の反射極点図からＯＤＦ解析を行い｛００１｝完全極点図を計算する必要があります。 

   しかし、｛００１｝反射極点図から透過法領域を外挿する方法で配向関数を計算する文献も見受けられる。 

   本資料ではこの方法の検証を行ってみます。 

 

検証方法 

  

  

 を作成 

 



ＬａｂｏＴｅｘ完全極点図の底面ＫｅａｒｎｓＦａｃｔｏｒ 

  

 

 

 

 



反射極点図からＫｅａｒｎｓＦａｃｔｏｒを計算（ＮＤＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎソフトウエア） 

 

 

 

       透過領域外挿部分 

 



ＬａｂｏＴｅｘで｛０－１１｝＜１００＞の KearnsFactor 計算 

 

ＮＤＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎにて、｛００１｝反射極点図からＫｅａｒｎｓＦａｃｔｏｒ計算 

 

    α65->75度の平均強度プロファイルから 透過領域を外挿で 

    反射法データから完全極点図から計算した KearnsFactorと同程度の値が得られます。 



まとめ 

 底面配向状態であれば、ND方向のＫｅａｒｎｓＦａｃｔｏｒは、 

 β方向の平均値からα方向プロファイルを計算し、測定されていない透過領域の外挿が可能になります。 

    注意点として、α方法の関数として計算するため、正確なバックグランド除去とｄｅｆｏｃｕｓ補正が 

    重要です。 

 

 

 

 

 

 


